
【運行開始からの累計利用者数】

※　H21：10月～3月、H26：4月～7月

年  度 H21 H22 H23 H24 H25 H26
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【こいこいバス運営状況】

運行経費
事業収入
収益率

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（人）

7.00

6.00

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

0

（人/便）

4.69
5.57 6.13

6.95 7.36
7.51

23,547

66,456
74,812

84,598 89,589

30,562

H21 H22 H23 H24 H25 H26

【こいこいバス利用状況】
利用者数
1便あたり
利用者数

※　H21：10月～3月の実績、H26：４月～7月の実績

※　H21：10月～3月の実績 事業収入：運賃収入＋広告料収入

幹線交通検討分科会の様子

みんなで考えよう
公共交通72

こ
い
こ
い
バ
ス
運
行
５
周
年

問
い
合
わ
せ 

大
竹
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
自
治
振
興
課
内
☎
59
２
１
４
２
）

こ
い
こ
い
バ
ス
（
運
行
開
始
当

初
は
「
お
お
た
け
幹
線
バ
ス
」）

は
平
成
21
年
10
月
26
日
に
実
証

運
行
を
開
始
し
、
利
用
状
況
は

好
調
で
、
平
成
24
年
４
月
１
日

に
本
格
運
行
に
移
行
し
ま
し
た
。

今
年
の
10
月
26
日
で
運
行
開
始

か
ら
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
い
こ
い
バ
ス
導
入
の
背
景

幹
線
交
通
検
討
分
科
会
の

活
動

　本年中には累計利
用者数が 40 万人を
突破する予定です。
これも皆さんのおか
げです。市民の公共
交通はこいこいバス
だね、という声を多
くの皆さんから聞い
て、分科会委員にな

って良かったと思います。熱い思いで５年先
を考えれば、バスが２台増え、待ち時間が短
縮され、更に利便性の良いこいこいバスにな
ってほしいです。
　これからも長く市民に親しまれるこいこい
バスになることを願っています。

こいこいバスが運行５周年を迎えるにあたり、
幹線交通検討分科会委員 11 人のうち 10 人
の委員から、こいこいバスに対する思いなど
を伺いました。

幹線交通検討分科会
委員の声

利
用
状
況・運
行
状
況

　平成 21 年３月に市内でも「高齢化が進ん
でいる」湯舟町の現状を把握してから、活動
が始まりました。急速な高齢化が進もうとし
ている中で、こいこいバスの運行計画の作成
に携わることができたことは幸いだと思って
います。
　大竹市に住んでよかったと思われるまちづ
くりのため、　こいこいバスを皆さんで守り
育て、こいこいバスを幹として支線交通の利

便性を向上させ、
市全体の公共交通
を充実していけた
らと思います。

　今日、高齢化が進む中、車を持たない人は、毎日の買
い物や通院に大変苦労しています。
　平成 21 年３月に大竹市の公共交通の基本方針が示さ
れ、こいこいバスの整備内容を検討するための幹線交通
検討分科会の委員に応募して、今日に至っています。運
行開始前に神戸市住吉台のくるくるバス、長崎市の乗合
タクシー、山口市の公共交通システムを視察し、それら
を参考にして運行ルート、運行時間、バス停の設置など
協議を重ねてきました。平成 21 年 10 月 26 日の出発
式からはや５年を迎えます。
今年中には運行開始からの累
計利用者数が40万人を突破し
ようとしています。
　これからも長く皆さんに愛
され、こいこいバスにつながる、
支線交通が多くできることを
望んでいます。

　こいこいバスが運行開始か
ら５年を迎え、喜ばしいこと
です。
　高齢社会が進む中、免許証
を返納する人も多く、ますま
す外出することが難しくなっ
ています。元気に外出し、知
人に会うことが認知症を防ぐ
一番の薬だと思います。今後、

外出が難しい地域で支線交通の検討が進むことを望みま
す。

　高齢社会を迎え、市民が暮らしやすく、地域が活性化
することを目指して「こいこいバス」が運行を開始して、
５年を迎えようとしています。
　こいこいバスの運行により、買い物や通院などが大変
便利になったと思います。こい
こいバスの運行を永続させ、笑
顔の輪が広がっていくよう努め
たいです。また、こいこいバス
の利用者増につながると思いま
すので、少しずつでも支線交通
を整備してほしいです。

　こいこいバスの運行開始日である 10
月 26日を「バスの日」としています。
　今年は 10 月 26 日㈰にこいこいバスを
無料運行します。
　多くの皆さんのご利用をお待ちしてい
ます。

「バスの日」は無料運行します

　
大
竹
市
で
は
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。
今
は
マ
イ
カ
ー

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
将

来
的
に
は
公
共
交
通
を
必
要
と
す

る
人
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
買
い
物
や
通
院

な
ど
の
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
、

便
利
で
使
い
や
す
い
公
共
交
通
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
公

共
交
通
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、

大
竹
と
い
う
ま
ち
が
、
に
ぎ
わ
い
、

元
気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
い
こ
い
バ
ス
の
整
備
を
進
め

る
に
あ
た
り
、「
大
竹
市
の
公
共

交
通
を
よ
り
便
利
に
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
も
っ
た
市
民
の
方
を

「
幹
線
交
通
検
討
分
科
会
」
の
委

員
と
し
て
公
募
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
「
み
ん
な
で
理
解
し
、

み
ん
な
で
決
定
す
る
」
こ
と
で
事

業
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、
街
宣
活

動
や
バ
ス
停
の
設
置
交
渉
な
ど
分

科
会
委
員
が
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。ま
た
、運
行
ル
ー
ト
、

ダ
イ
ヤ
、
運
賃
な
ど
を
検
討
し
て

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
い
こ
い
バ
ス
の
利

用
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
挙
が
っ
て
き
た
課
題
の
改
善
策

を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
反

映
で
き
る
も
の
は
反
映
さ
せ
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
運
行
開
始
当
初
の
１
便
当
た
り

の
利
用
者
数
は
４
・
69
人
で
し
た

が
、平
成
25
年
度
に
は
７・36
人
と
、

約
２
・
７
人
増
え
ま
し
た
。
年
間

の
利
用
者
数
は
平
成
22
年
度
は
６

６
、
４
５
６
人
で
し
た
が
、
平
成

25
年
度
は
８
９
、
５
８
９
人
と
、

約
２
万
３
千
人
増
え
ま
し
た
。
利

用
者
数
は
毎
年
順
調
に
増
え
て
お

り
、
本
年
12
月
中
に
は
累
計
利
用

者
数
が
40
万
人
を
突
破
す
る
見
込

み
で
す
。

　
収
益
率
（
運
行
経
費
に
対
す
る

運
賃
収
入
と
広
告
収
入
の
合
計
の

割
合
）
は
、
平
成
22
年
度
は
43
・

81
％
で
し
た
が
、
平
成
25
年
度
は

63
・
57
％
と
、
約
19
・
８
％
改
善

し
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
す
る

た
め
、
運
行
経
費
の
半
分
を
運
賃

収
入
で
賄
う
こ
と
と
し
、
１
便
当

た
り
の
乗
車
人
数
６
人
、
収
益
率

50
％
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
平
成
23
年
度
、
平
成
24

年
度
に
達
成
し
ま
し
た
。

ま
か
な
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取
締
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締
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　中
島 

教
嘉

　５年前、駅前は送迎用の自家用車、タクシーで
一杯でした。以前は「こいこいバスを利用しない」
という話を聞き悲しくなることが多々ありました
が、今では、こいこいバスの定期券を買い、途中
下車しながら利用している方もいるという話を聞
き、感無量です。他県の人からは、「若い人を見か
けない」と言われますが、確かに高齢者の独り暮
らしの方が増えています。また、運転年齢の限界
も懸念されます。
　これからの高齢社会
の中で、いつまでもこ
いこいバスが走り続け
るように願っています。
皆さんで、育て見守っ
ていきましょう。

　５年後のこいこいバ
スについて、今までの
こいこいバスの運営状
況の実績から私なりに
試算しました。５年後
の平成 31 年の単年度の
利用者数は 12 万人、累
計利用者数は 98 万人と
推定され、収益率は 70

％前半にまで改善される見込みです。今後、分
科会委員として活動するにあたっての目標にし
たいと思います。目標達成のため、委員の一人
として、こいこいバスのサービスの向上、充実
について、微力ながら継続的に努力していきた
いと思います。

　早いもので、５周年を
迎えましたね。当初は、
皆さんに利用していただ
けるように一生懸命ＰＲ
する毎日でした。平成
22 年に愛称を、平成 23
年にロゴマークを公募し、
平成 24 年４月から現在
の「こいこいバス」が運
行しています。今では、市民の公共交通となり、
市民はもちろん、廿日市市や岩国市の方も駅から
乗車して、市内を巡り歩ける便利さ楽しさで喜ば
れています。
　これからもオレンジ色のこいこいバスがいつま
でも走り続け、皆さんの公共交通となるよう守り、
育てていきましょう。

　公募で分科会委員になりました。当初はなぜ大竹駅から玖波駅間の運行なのか疑
問もありましたが、議論を通して理解することができました。運行ルート・運賃の
決定や愛称・ロゴマークを募集するなど、多くのことを行ってきました。愛称・ロ
ゴマークは一目でこいこいバスと分かるものになり、よい整備ができたと思ってい
ます。また、当初の収益率 50％の目標は達成しました。つぎは、平成 25 年度の収
益率 63・６％より高い目標値を設定して、皆さんと協力して利用促進に取り組みた
いと考えています。

　鮮やかなオレンジ色のバスに乗客の姿を確認す
ると、ほっと胸をなでおろすことがあります。着々
と利用者が増え、５周年を迎えることを大変うれ
しく思います。平成21年５月の第１回分科会以来、
仕事の合間を縫って極力出席しました。
　生活するうえで特に欠かせない医療と買い物に

ついて便利な交通手段が
できたことは、大竹市の
「わがまちプラン」の基
本目標のうち「生活基盤
が整ったまち」の根幹に
なるものと考えています。

　
当
社
は
「
安
全
で
安
心
し
て 

楽
し
い
バ
ス
に
し
よ
う
！
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
人
命
に
係

わ
る
事
故
も
な
く
、
よ
り
信
頼
、

信
用
が
得
ら
れ
る
よ
う
運
行
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
社
員
一
丸

と
な
り
、
輸
送
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　　
い
つ
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
皆
さ

ま
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
運
行

を
心
掛
け
、
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

の
会
長
と
し
て
、
ま
ず
は
素
直
に

「
こ
い
こ
い
バ
ス
運
行
５
周
年
」

を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
介
護
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
お
り
、
中
小
企
業
の
社
長
と
し

て
の
経
済
観
念
を
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
大
竹
市
の
将

来
を
考
え
る
中
で
引
き
受
け
ま
し

た
が
、
就
任
当
初
は
正
直
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
市

長
を
は
じ
め
市
の
担
当
職
員
の
熱

心
さ
、
協
議
会
や
分
科
会
委
員
の

皆
さ
ん
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意

で
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
住
民
自
治
・
官

市
民
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
、

創
り
、
育
て
て
き
た
公
共
交
通

の
５
年
間
を
振
り
返
り
、
今
後

ど
う
成
長
し
て
い
け
ば
良
い
か

を
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
会
長
に
伺
い
ま
し
た
。

民
協
働
の
勝
利
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
大
竹
市
に
限
ら
ず
、
ど
の
市
町

村
も
財
政
難
で
す
。
こ
の
先
、
大

竹
市
の
公
共
交
通
が
存
続
し
て
い

く
た
め
に
は
今
ま
で
以
上
に
市
民

の
知
恵
が
必
要
で
す
。
５
年
後
の

「
こ
い
こ
い
バ
ス
」
は
市
か
ら
の

補
助
金
を
あ
ま
り
受
け
な
く
て
も

運
営
が
可
能
な
ま
で
に
成
長
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
市
民
一
人
一
人
が
株
主
に

な
る
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
い
た
い

で
す
ね
。
持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ
の
先
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
に
大
竹
市
の
公
共
交

通
の
シ
ス
テ
ム
が
国
土
交
通
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
誇
ら
し

く
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
認
め
ら
れ
た
「
幹
線
と
支

線
」
と
い
う
考
え
方
を
堅
持
し
つ

つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
で
乗

り
き
っ
て
い
け
ば
５
年
後
、
そ
し

て
10
年
後
で
も
堂
々
と
大
竹
市
の

公
共
交
通
が
存
続
す
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ

く
る
の
は
今
や
市
役
所
や
政
治
家

の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民

一
人
一
人
が
つ
く
る
も
の
で
す
。

私
も
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｂ
Ｕ
Ｓ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

に
感
謝
し
ま
す
。

　「
住
民
自
ら
が
創
り
・
守
り
・

育
て
る
」
こ
れ
は
大
竹
市
の
公
共

交
通
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
で

す
。

　
お
お
た
け
幹
線
バ
ス
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
た
幹
線
交

通
検
討
分
科
会
の
委
員
の
皆
さ
ん

が
い
ろ
い
ろ
と
検
討
を
重
ね
、
実

証
運
行
を
開
始
し
た
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
い
、現
在
の
「
こ
い
こ
い
バ
ス
」

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。（
平
成

24
年
度
か
ら
本
格
運
行
に
移
行
し

て
い
ま
す
）

　
こ
い
こ
い
バ
ス
の
運
行
開
始
か

ら
こ
の
10
月
で
５
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

利
用
者
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
年
内
に
は
累
計
の
利
用
者

数
が
40
万
人
を
突
破
す
る
見
込
み

で
す
。

　
公
共
交
通
の
話
を
す
る
と
「
今

は
車
を
運
転
で
き
る
の
で
必
要
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
は
進

ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
公
共
交
通
は
自
ら
が

守
り
・
育
て
る
と
い
う
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ

は
過
度
に
自
動
車
に
頼
る
生
活
を

見
直
し
、
公
共
交
通
や
徒
歩
・
自

転
車
な
ど
を
適
度
に
か
し
こ
く
暮

ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

地
球
や
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

へ
の
転
換
を
促
す
働
き
か
け
の
こ

と
で
す
。
た
ま
に
は
、
こ
い
こ
い

バ
ス
に
乗
っ
て
、
車
窓
か
ら
見
え

る
大
竹
の
風
景
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
と
こ
い

こ
い
バ
ス
が
市
内
を
走
り
、
人
が

動
き
、
市
民
生
活
が
活
発
に
な
る

こ
と
で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
元
気

で
か
が
や
く
ま
ち
に
な
っ
て
い
く

と
思
っ
て
い
ま
す
。

運行会社
の声

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

Ｂ
Ｕ
Ｓ 

Ｄ
Ａ
Ｙ

こ
れ
か
ら
も
皆
で

公
共
交
通
を
守
り

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
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